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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

これまでの研究において、複製フォーク進行阻害の回復について大きな進展が見られた。RecAタンパク質と DNA Pol 
Vによる DNA複製の再開は検出できなかったが、DNA Pol IV（DinB）では Leading鎖および Lagging鎖上でバイ
パス DNA 合成が極めて効率良く生じ、Leading 鎖上の損傷で停止していた複製フォークが再開することが示唆され
た。また、精製した酵素を用いた生化学的な解析により、Pol III HEの DNA鎖伸長が Pol IVによって強く阻害され
ることを発見し、阻害の仕組みとして、Pol IVが Pol Vを積極的に鋳型 DNAから解離させること明らかにした。そ
の後の解析により、DNA上でβクランプと安定に結合している Pol IIIが DinBの働きにより DNAから解離するこ
とが見いだされた。この発見は、世界ではじめて DNA 損傷による複製フォークの阻害が損傷乗り越え型 DNA ポリ
メラーゼの働きにより解消されて再開することを示したことになる。さらに、プロテオミクス解析から、Pol IVと相
互作用することがすでに報告されているβクランプに加えて、単鎖 DNA結合タンパク質 SSBが Pol IVと安定な複
合体を形成することが見いだされた。そこで、本年度は、DNA Pol IVと SSBの相互作用に焦点をしぼり、研究を行
った。その結果、Pol IVは複数の領域で SSBと相互作用するのに対し、SSBは、その C末端領域で Pol IVと相互作
用することが分かった。この知見をもとに、酵素学的解析を行ったところ、Pol IVが鋳型 DNA上で DNA鎖伸長を
行う過程で SSBの C末端領域との相互作用が DNA鎖伸長速度を促進し、鋳型 DNAとの複合体を安定化することが
示唆された。	
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11.研究発表（平成２２年度の研究成果） 
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